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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手摺支柱に取付け可能な左右の縦枠と、当該縦枠に長手方向両端を当て付けた状態で等
間隔にビス止めされる複数本の横桟とで構成される手摺用パネル構造体であって、前記横
桟が、内面に２条のビス取付け用突条が形成された筒状部と、筒状部の外面に連設された
板状部とを備え、２条のビス取付け用突条の中心同士を結ぶ第一の仮想直線に対し非対称
で、且つ、２条のビス取付け用突条の中心間の距離を二等分する位置を通り第一の仮想直
線と直交する第二の仮想直線に対し非対称な断面形状とされ、さらに、縦枠に対して上下
に反転させた姿勢、左右に反転させた姿勢、上下及び左右に反転させた姿勢の何れにおい
てもビス止め可能に構成されていることを特徴とする手摺用パネル構造体。
【請求項２】
　上段の横桟の下端と下段の横桟の上端との間隔が約１０ｍｍであることを特徴とする請
求項１に記載の手摺用パネル構造体。
【請求項３】
　横桟が縦枠にビス止めされた状態において、横桟における筒状部の外面と板状部が水平
面に対して傾斜していることを特徴とする請求項２に記載の手摺用パネル構造体。
【請求項４】
　横桟として、断面形状の異なる複数種類の横桟が用いられていることを特徴とする請求
項１～３の何れかに記載の手摺用パネル構造体。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手摺支柱に取付け可能な左右の縦枠と、当該縦枠に長手方向両端を当て付け
た状態で等間隔にビス止めされる複数本の横桟とで構成される手摺用パネル構造体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、多層集合住宅などの建物のベランダ、バルコニー、外部廊下などに使用される
手摺としては、墜落防止の機能の他、通気性や採光性を確保しながらも外部からの視線を
遮る機能を有するものであることが望ましい。
【０００３】
　このような観点から、上辺と下辺を後下がりに傾斜させ、前側辺と後側辺を垂直にした
断面平行四辺形状の中空四角形の横桟を、左右の支柱間に等間隔に、且つ、下段に位置す
る横桟の上辺の上端部の水準が上段に位置する横桟の下辺の下端部の水準より僅かに高く
配列された状態に取り付けた手摺用パネル構造体や、同様な構成であって、上辺の中央部
を山形に屈曲させた中空五角形の横桟を、左右の支柱間に等間隔に、且つ、下段に位置す
る横桟の頂点（上辺の山形に屈曲した部位）の水準が上段に位置する横桟の下辺の下端部
の水準より僅かに高く配列された状態に取り付けた手摺用パネル構造体が、特許文献１に
よって提案されている。
【０００４】
　これらの手摺用パネル構造体によれば、上方からの入射光線を通過させ、水平方向及び
下方からの入射光線及び視線を遮ることができる。また、横桟の上下間隔を足先が入らな
いように狭く設定することで、横桟形式の手摺であるにもかかわらず、横桟が足がかりに
ならないようにすることができ、墜落防止の機能も確保できる。
【０００５】
　しかしながら、上記の手摺用パネル構造体では、何れも、支柱に取り付ける横桟の向き
が一定不変な構造であるため、横桟を断面形状が異なるものに取り替えない限り、手摺の
外観を変えることができなかった。即ち、上記の手摺用パネル構造体では、意匠的な自由
度が無く、例えば、同一の横桟を使用しながらも、横桟を上下や左右に反転して取り付け
ることによって、建物毎に手摺の外観を変えたり、同一の建物において各階毎に手摺の外
観を変化させるといった建築意匠上の多様性は得られなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－５９２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述した従来技術の問題点を踏まえてなされたものであって、手摺支柱に取
付け可能な左右の縦枠と、当該縦枠に長手方向両端を当て付けた状態で等間隔にビス止め
される複数本の横桟とで構成される手摺用パネル構造体において、同一の横桟及び縦枠を
使用して、多種多様な外観の手摺を実現できるようにすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明が講じた技術的手段は、次の通りである。即ち、請
求項１に記載の発明は、手摺支柱に取付け可能な左右の縦枠と、当該縦枠に長手方向両端
を当て付けた状態で等間隔にビス止めされる複数本の横桟とで構成される手摺用パネル構
造体であって、前記横桟が、内面に２条のビス取付け用突条が形成された筒状部と、筒状
部の外面に連設された板状部とを備え、２条のビス取付け用突条の中心同士を結ぶ第一の
仮想直線に対し非対称で、且つ、２条のビス取付け用突条の中心間の距離を二等分する位
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置を通り第一の仮想直線と直交する第二の仮想直線に対し非対称な断面形状とされ、さら
に、縦枠に対して上下に反転させた姿勢、左右に反転させた姿勢、上下及び左右に反転さ
せた姿勢の何れにおいてもビス止め可能に構成されていることを特徴としている。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の手摺用パネル構造体であって、上段の横桟
の下端と下段の横桟の上端との間隔が約１０ｍｍであることを特徴としている。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の手摺用パネル構造体であって、横桟が縦枠
にビス止めされた状態において、横桟における筒状部の外面と板状部が水平面に対して傾
斜していることを特徴としている。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３の何れかに記載された手摺用パネル構造体であ
って、横桟として、断面形状の異なる複数種類の横桟が用いられていることを特徴として
いる。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、同一の横桟及び縦枠を使用して、多種多様な外観の手
摺を実現できる。即ち、横桟が、内面に２条のビス取付け用突条が形成された筒状部と、
筒状部の外面に連設された板状部とを備え、２条のビス取付け用突条の中心同士を結ぶ第
一の仮想直線に対し非対称で、且つ、２条のビス取付け用突条の中心間の距離を二等分す
る位置を通り第一の仮想直線と直交する第二の仮想直線に対し非対称な断面形状とされ、
さらに、縦枠に対して上下に反転させた姿勢、左右に反転させた姿勢、上下及び左右に反
転させた姿勢の何れにおいてもビス止め可能に構成されているので、意匠的な自由度が高
く、同一の縦枠に対し、同一の横桟を上下や左右に反転して取り付けることによって、建
物毎に手摺の外観を変えたり、同一の建物において各階毎に手摺の外観を変化させるとい
った建築意匠上の多様性が得られることになる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明によれば、上段の横桟の下端と下段の横桟の上端との間隔が約１
０ｍｍ（１０ｍｍ又はそれ以下であることが望ましい）であるため、横桟の隙間に足先を
挿入できず、横桟が足がかりになる虞がない。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、横桟が縦枠にビス止めされた状態において、横桟にお
ける筒状部の外面と板状部が水平面に対して傾斜しているため、足を載せることが難しく
、安全性が高い。
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、縦枠に対し上下や左右に反転して取付け可能な横桟と
して、断面形状の異なる複数種類の横桟が用いられているので、夫々の横桟の配列や取付
け方向を選択することにより、意匠的な自由度をより一層高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る手摺用パネル構造体を用いた建物の一例を示す斜視図である。
【図２】要部の正面図である。
【図３】要部の縦断側面図である。
【図４】要部の横断面平面図である。
【図５】横桟の構成を説明する要部の縦断側面図である。
【図６】他の横桟の構成を説明する要部の縦断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１において、１は横桟形式の手
摺２が設置されたバルコニー３付きの建物を示す。前記手摺２は、図２～図４に示すよう
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に、バルコニー３の先端立上り部にアンカーボルト等で固定した支柱支持部材４ａと、当
該支柱支持部材４ａにそれを取り囲む状態にビス止めした二つ割構造の支柱本体４ｂとで
構成された手摺支柱４と、手摺支柱４間に架設された笠木５及び手摺用パネル構造体Ａと
で構成されている。
【００１８】
　前記手摺用パネル構造体Ａは、手摺支柱４に取付け可能な左右の縦枠６と、当該縦枠６
に長手方向両端を当て付けた状態で等間隔にビス止めされる複数本の横桟７とで構成され
ている。各縦枠６は、支柱本体４ｂの横側面に当接する第一板部６ａと、支柱本体４ｂの
前側面に当接する第二板部６ｂと、横桟７の長手方向端面に当接する第三板部６ｃとによ
って断面略Ｚ状に形成されており、第三板部６ｃを横桟７の長手方向端面にビス８で固定
した状態で、第一板部６ａを支柱本体４ｂの横側面にビス９で取り付けるように構成され
ている。図示の手摺支柱４、笠木５、縦枠６、横桟７は、何れもアルミ押出形材であるが
、ステンレス等、他の材料で作製したものであってもよい。
【００１９】
　この実施形態においては、図３に一部を拡大して示したように、断面形状の異なる二種
類の横桟７が使用されている。これらの横桟７は、図５や図６に示すように、何れも、内
面に２条のビス取付け用突条１０ａ、１０ｂが形成された両端の開放した筒状部７ａと、
筒状部７ａの外面に連設された水平面に対して傾斜した二枚の板状部７ｂ、７ｃとを備え
、２条のビス取付け用突条１０ａ、１０ｂの中心同士を結ぶ第一の仮想直線Ｌ１に対し非
対称で、且つ、２条のビス取付け用突条の中心間の距離を二等分する位置を通り第一の仮
想直線Ｌ１と直交する第二の仮想直線Ｌ２に対し非対称な断面形状とされ、さらに、縦枠
に対して上下に反転させた姿勢、左右に反転させた姿勢、上下及び左右に反転させた姿勢
の何れにおいてもビス止め可能に構成されている。
【００２０】
　図５と図６において、最上段（Ａ段）の横桟７の取付け状態を基本姿勢とすると、次の
二段目（Ｂ段）は横桟７を基本姿勢から上下に反転させて取り付けた状態、三段目（Ｃ段
）は横桟７を基本姿勢から左右に反転させて取り付けた状態（換言すれば、基本姿勢から
前後に反転させた状態）、四段目（Ｄ段）は横桟７を基本姿勢から上下及び左右に反転さ
せて取り付けた状態（換言すれば、基本姿勢から上下に反転させ、さらに、前後に反転さ
せた状態）を示す。
【００２１】
　図５に示す横桟７は、Ａ段に示す基本姿勢において、筒状部７ａが垂直（第一の仮想直
線Ｌ１と平行）な面を有する前壁と、第二の仮想直線Ｌ２により上方の位置を屈曲点Ｐと
して約９６度の角度で折れ曲った後壁とを有し、上方の板状部７ｂは、屈曲点Ｐから上方
の後壁部分の延長線上に延設されており、下方の板状部７ｃは屈曲点Ｐから下方の後壁部
分から約２０度前方へ折れ曲った状態に延設されている。
【００２２】
　図６に示す横桟７は、Ａ段に示す基本姿勢において、筒状部７ａの前壁及び後壁が第二
の仮想直線Ｌ２により上方の位置を夫々屈曲点Ｐ、Ｑとして折れ曲っており、屈曲点Ｐで
の前壁の折れ曲り角度は約８６度、屈曲点Ｑでの後壁の折れ曲り角度は約７２度とされて
いる。上方の板状部７ｂは屈曲点Ｐから上方の前壁部分から約２０度前方へ折れ曲った状
態に延設され、下方の板状部７ｃは屈曲点Ｑから下方の後壁部分の延長線上に延設されて
いる。
【００２３】
　尚、図示の実施形態においては、横桟７の上下寸法が５０ｍｍ、第二の仮想直線Ｌ２か
ら横桟上端と横桟下端までの距離ａが夫々２５ｍｍ、第一の仮想直線Ｌ１から横桟前端と
横桟後端までの距離ｂが夫々１２ｍｍ、上段の横桟７の下端と下段の横桟７の上端との間
隔ｃが１０ｍｍ、第二の仮想直線Ｌ２同士の間隔ｄが６０ｍｍに設定されているが、これ
らの寸法は適宜設定することができる。
【００２４】
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　上記の構成によれば、同一の横桟７及び縦枠６を使用して、多種多様な外観の手摺を実
現できる。即ち、横桟７が、内面に２条のビス取付け用突条１０ａ、１０ｂが形成された
筒状部７ａと、筒状部７ａの外面に連設された板状部７ｂ、７ｃとを備え、２条のビス取
付け用突条１０ａ、１０ｂの中心同士を結ぶ第一の仮想直線Ｌ１に対し非対称で、且つ、
２条のビス取付け用突条１０ａ、１０ｂの中心間の距離を二等分する位置を通り第一の仮
想直線Ｌ１と直交する第二の仮想直線Ｌ２に対し非対称な断面形状とされ、さらに、縦枠
６に対して上下に反転させた姿勢、左右に反転させた姿勢、上下及び左右に反転させた姿
勢の何れにおいてもビス止め可能に構成されているので、意匠的な自由度が高く、同一の
縦枠６に対し、同一の横桟７を上下や左右に反転して取り付けることによって、建物毎に
手摺の外観を変えたり、同一の建物において各階毎に手摺の外観を変化させるといった建
築意匠上の多様性が得られることになる。
【００２５】
　殊に、縦枠６に対し上下や左右に反転して取付け可能な横桟７として、図５と図６に示
す断面形状の異なる二種類の横桟７を用いているので、夫々の横桟の配列や取付け方向を
選択することにより、意匠的な自由度をより一層高めることができる。
【００２６】
　また、上段の横桟７の下端と下段の横桟７の上端との間隔ｃが１０ｍｍであるため、横
桟の隙間に足先を挿入できず、横桟が足がかりになる虞がない。しかも、横桟７が縦枠６
にビス止めされた状態において、横桟７における筒状部７ａの外面と板状部７ｂ、７ｃが
水平面に対して傾斜しているため、足を載せることが難しく、安全性が高い。
【００２７】
　尚、上記の実施形態においては、上段の横桟７の下端と下段の横桟７の上端との間隔ｃ
を１０ｍｍとしたが、それより狭く設定して実施することも可能である。図示しないが、
縦枠６に対し上下や左右に反転して取付け可能な横桟７として断面形状の異なる三種類以
上の横桟を用いることも可能である。また、上述した断面形状の横桟７を手摺支柱間に縦
姿勢に配列することにより縦桟形式の手摺を構成することも可能である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　建物
　２　手摺
　３　バルコニー
　４　手摺支柱
　４ａ　支柱支持部材
　４ｂ　支柱本体
　５　笠木
　６　縦枠
　６ａ　第一板部
　６ｂ　第二板部
　６ｃ　第三板部
　７　横桟
　７ａ　筒状部
　７ｂ、７ｃ　板状部
　８　ビス
　９　ビス
　１０ａ、１０ｂ　ビス取付け用突条
　Ａ　手摺用パネル構造体
　Ｌ１　第一の仮想直線
　Ｌ２　第二の仮想直線
　Ｐ、Ｑ　屈曲点
　ａ、ｂ　距離
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　ｃ、ｄ　間隔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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